
機体更新
  島根県防災航空隊は、東西に長く離島を有する地理的条件や、高齢化及び過疎化が進む社会的条件等を踏ま
え、消防・防災活動の充実強化を図る目的で、機動力のあるヘリを導入し、県民の負託にこたえるべく平成６
年４月１日運航を開始した。
　当航空隊は、県東部に位置する出雲空港内に基地を構え、防災航空管理所長（県職員）をはじめ隊長以下隊
員１０名（県下９消防本部から派遣）、パイロット、整備士及び運航管理士の計７名（民間委託：セントラル
ヘリコプタシステム）が任務にあたっている。また、機体は川崎式ＢＫ１１７Ｂ－２型、愛称は島根県の鳥
「白鳥」と同じく「はくちょう」で、一般公募により決定した。
  平成２５年１月１７日平成６年から使用していた機体川崎式ＢＫ１１７Ｂ－２型は任期を満了。
  平成２５年２月２５日２代目「はくちょう」川崎式ＢＫ１１７Ｃ－２型の運航を開始した。
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